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�� �01�ー５　№456 �01�ー５　№456牡羊座　３／ 21 ～４／ 19　６月の運勢

【全体運】コミュニケーション能力が活性化。サークル活動や習い事に励めば、人脈のネットワークも広がっていきそう
【健康運】体操などで少し体を動かすと好影響が
【幸運を呼ぶ食べ物】エダマメ

牡牛座　４／ 20 ～５／ 20　６月の運勢

【全体運】リラックス気分を味わえます。好きなことを楽しみながら、のんびり過ごして。豪華なディナーを楽しむのも◎
【健康運】大きなトラブルの暗示はなく、おおむね安泰
【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ

　４月21日午後１時30分より、黒部市国際文化センターコラーレにおいて「第44回通常総代会」を開

催しました。現総代数486名中、本人出席276名、委任12名、57名からの書面による議決権行使があり

ました。議事では、事業報告や事業計画など12議案と「ＴＰＰ交渉参加断固反対に関する特別決議」（案）

が付議され承認されました。

安
心
・
信
頼
で
き
る

　

環
境
づ
く
り
を

　

大
川
代
表
理
事
組
合
長
は
冒

頭
の
挨
拶
で
、
「
よ
り
一
層
の

低
コ
ス
ト
農
業
を
進
め
、
『
安

全
』
『
安
心
』
で
信
頼
さ
れ
る

農
畜
産
物
の
生
産
・
販
売
に
努

力
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
、

よ
り
一
層
出
向
く
体
制
を
強
化

し
、
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
来
賓
と
し
て
堀

内
康
男
黒
部
市
長
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
二
議
案
を
付
議

　

議
長
に
村
椿
地
区
の
吉
田
優

総
代
を
選
出
し
、
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

　

第
四
十
三
年
度
事
業
報
告
及

び
剰
余
金
処
分
案
が
承
認
さ

れ
、
二
％
の
出
資
配
当
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
全
員
任
期
満
了

に
つ
き
改
選
の
件
が
提
案
さ

れ
、
出
席
総
代
に
よ
る
無
記
名

投
票
の
結
果
、
役
員
選
任
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
反

対
に
関
す
る
特
別
決
議

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
、
政
府
は

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
向
け
て

関
係
国
と
協
議
に
入
る
」
と
の

方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
農
畜
産
物
等
の

み
な
ら
ず
、
金
融
・
保
険
・
医

療
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
関
す

る
わ
が
国
の
制
度
・
仕
組
み
を

大
き
く
変
え
る
重
大
な
問
題
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府

は
国
民
に
対
し
十
分
な
情
報
開

示
を
し
な
い
ま
ま
、
既
成
事
実

を
積
み
重
ね
、な
し
崩
し
に
「
交

渉
参
加
」
に
突
き
進
も
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

総
代
会
の
総
意
と
し
て
、
断

固
反
対
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
、
特
別
議
決
採
択
し
ま
し
た
。

議
長
を
務
め
ら
れ
た
村
椿
地
区
の
吉
田
優
総
代

通
常
総
代
会　

質
疑
応
答

第44回通常総代会
地域密着型事業の展開と
強固な経営基盤の確立に向けて

理
事
・
監
事
の
報
酬
額

Ｑ　

農
業
情
勢
・
農
協
経
営
と

も
に
厳
し
い
中
、
理
事
・
監
事

の
報
酬
額
は
前
年
と
変
わ
ら
な

い
額
を
提
案
し
て
い
る
。
理
事

の
定
数
や
報
酬
額
に
つ
い
て
見

直
し
を
し
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ　

農
協
の
健
全
な
経
営
を
確

保
・
維
持
す
る
た
め
、
役
員
の

経
営
責
任
や
、
地
域
に
お
い
て

果
た
す
べ
き
社
会
的
責
務
が
従

来
に
も
増
し
て
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
役
員
報
酬
額
は
毎
年
、
役

員
報
酬
審
議
会
に
諮
問
し
、
そ

の
答
申
を
も
っ
て
役
員
報
酬
総

額
に
反
映
し
、
決
定
し
て
お
り

ま
す
。

役
員
の
退
職
慰
労
金

Ｑ　

理
事
の
退
職
慰
労
金
と
し

て
五
百
六
十
万
二
千
円
提
案
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
額
は
農
協
賦

課
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額

で
、
支
給
す
る
こ
と
に
対
し
て

納
得
で
き
な
い
。

Ａ　

役
員
の
退
職
慰
労
金
に
つ

い
て
は
、
役
員
退
任
慰
労
金
規

程
の
定
め
に
基
づ
き
決
定
い
た

し
ま
す
が
、
原
則
、
役
員
の
任

期
満
了
時
に
お
い
て
役
員
全
員

が
退
任
す
る
こ
と
と
し
て
、
総

額
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

役
員
の
定
数

Ｑ　

理
事･

監
事
役
員
候
補
者

は
役
員
推
薦
会
議
で
推
薦
さ
れ

て
い
る
が
、
推
薦
枠
の
定
数
は

ど
う
決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

役
員
の
選
任
は
、
定
款
並

び
に
役
員
選
任
規
程
、
役
員
選

任
規
程
細
則
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

理
事
の
定
数
は
地
区
理
事

十
二
名
、
役
員
会
推
薦
で
地
域

を
限
定
せ
ず
四
名
の
十
六
名
で

あ
り
、
監
事
は
地
区
推
薦
四

名
、
役
員
会
推
薦
一
名
の
五
名

で
す
。

　

ま
た
、
理
事
の
役
員
会
推

薦
候
補
者
四
名
は
、
定
款
第

二
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る

理
事
候
補
者
二
名
（
う
ち
一
名

は
信
用
事
業
を
担
当
す
る
専
任

の
者
、
う
ち
一
名
は
職
員
か
ら

適
任
と
認
め
る
者
）
及
び
こ
の

組
合
の
組
合
員
組
織
を
構
成
す

る
者
二
名
を
推
薦
す
る
こ
と
と

規
定
し
て
い
ま
す
。

剰
余
金
の
処
分

Ｑ　

二
十
四
年
度
総
合
損
益
計

画
の
当
期
未
処
分
剰
余
金
が

一
億
三
千
五
百
二
十
一
万
円
に

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
農
協
は

利
益
を
追
求
す
る
団
体
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
利
益
が
出
た
場

合
は
、
組
合
員
へ
の
還
元
を
優

先
し
、
内
部
留
保
に
も
努
め
ら

れ
た
い
。

Ａ　

農
協
は
、
基
本
的
に
は
農

協
理
念
に
基
づ
き
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
営
農

指
導
事
業
が
軸
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
に
付
随
し
て
販
売
事

業
や
購
買
事
業
を
充
実
・
強
化

し
、
さ
ら
に
、
信
用
や
共
済
事

業
な
ど
、
組
合
員
や
地
域
住
民

の
暮
ら
し
に
必
要
な
総
合
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う
こ

と
で
適
正
な
収
益
を
確
保
し
、

利
益
は
組
合
員
・
利
用
者
へ
の

還
元
を
優
先
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
定
経
営
を
継
続
す
る

た
め
に
は
財
務
基
盤
の
強
化
が

大
切
で
あ
り
、
内
部
留
保
に
も

努
め
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
確
保
対
策

Ｑ　

組
合
員
加
入
促
進
で
一
戸

複
数
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

の
か
。

　

ま
た
、
い
つ
頃
か
ら
、
進
め

ら
れ
る
の
か
。

●
通
常
総
代
会
事
前
説
明
会　

質
疑
応
答
●

去
る
四
月
六
日
か
ら
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
事
前
説
明
会
で
の
質
疑
応
答
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

組
織
・
経
営
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Ａ　

正
組
合
員
数
が
減
る
状
況

の
な
か
、
組
織
基
盤
を
拡
充
す

る
た
め
に
組
合
員
の
一
戸
複
数

化
に
取
り
組
み
、
家
族
に
よ
る

組
合
員
加
入
の
促
進
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
職
員
に
よ

る
研
修
会
を
開
催
し
、
組
合
員

メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
、
部
門

別
に
協
議
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
内
容
を
今
年
一
月
の
定
例
理

事
会
で
中
間
報
告
し
て
お
り
、

今
後
は
具
体
的
方
策
を
決
め
、

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
。

参
与
制
度
の
導
入

Ｑ　

今
年
一
月
の
定
例
理
事
会

に
お
い
て
参
与
制
度
を
導
入
す

る
と
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

Ａ　

協
同
活
動
の
担
い
手
で
あ

る
青
壮
年
層
、
女
性
層
か
ら
幅

広
く
意
見
を
取
り
入
れ
、
今
後

の
農
協
経
営
に
反
映
す
る
こ
と

を
目
的
に
参
与
制
度
を
設
置
し

ま
し
た
。

子
会
社

Ｑ　

カ
ト
レ
ア
ホ
ー
ル
修
繕
の

計
画
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
な

の
か
。

Ａ　

多
様
化
す
る
葬
儀
形
態
に

対
応
す
る
た
め
、
改
修
工
事
に

よ
り
四
百
名
の
収
容
が
可
能
な

大
ホ
ー
ル
と
会
食
室
を
新
設
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
更

に
は
、
近
年
「
家
族
葬
」
や
「
直

入
り
」
、
「
密
葬
」
な
ど
の
小
規

模
な
葬
儀
が
増
え
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
「
カ
ト
レ
ア

ホ
ー
ル
や
す
ら
ぎ
」
の
別
館
の

新
設
工
事
も
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対

Ｑ　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
、
交
渉

参
加
反
対
と
言
っ
て
い
る
が
、

Ｊ
Ａ
く
ろ
べ
で
も
国
会
へ
デ
モ

す
る
く
ら
い
の
反
対
行
動
は
し

な
い
の
か
。

Ａ　

昨
年
の
総
代
会
に
お
い
て

も
決
議
し
て
お
り
、
本
年
も
引

き
続
き
特
別
議
案
と
し
て
い
ま

す
。
昨
年
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
反
対
運
動
の
全
国
集
会
や
国

会
議
員
へ
の
要
請
等
に
参
加
し

て
お
り
、
四
月
二
十
五
日
に
も

全
国
集
会
が
開
催
さ
れ
、
当
組

合
か
ら
も
参
加
し
て
お
り
ま

す
。

野
菜
栽
培
の
拡
大

Ｑ　

富
山
県
の
中
で
も
当
組
合

が
野
菜
栽
培
の
面
積
が
少
な
い

と
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
に
対
し
、

当
組
合
の
努
力
の
跡
が
見
ら
れ

な
い
。

Ａ　

全
国
で
富
山
県
が
野
菜
の

生
産
量
が
少
な
い
こ
と
は
、
統

計
上
出
て
お
り
ま
す
。
当
組
合

で
は
県
下
の
取
り
組
み
で
あ

る
「
一
億
円
産
地
事
業
」
と
し

て
、
白
ネ
ギ
、
ね
ぎ
た
ん
で
四

～
五
千
万
円
余
り
販
売
高
を
挙

げ
て
お
り
、
面
積
拡
大
に
も
努

め
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
新
規

栽
培
作
物
と
し
て
「
に
ん
じ
ん
」

を
試
験
的
に
栽
培
し
て
お
り
、

今
年
度
は
作
付
を
拡
大
し
学
校

給
食
や
市
場
販
売
も
計
画
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
は
機
械
導
入

も
検
討
し
な
が
ら
、
徐
々
に
面

積
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

放
射
性
物
質
検
査

Ｑ　

Ｊ
Ａ
独
自
に
よ
る
放
射
性

物
質
検
査
を
し
た
と
あ
る
が
、

検
査
し
た
場
所
や
検
査
結
果
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。

Ａ　

検
査
は
、
品
種
ご
と
に
各

地
区
一
カ
所
ず
つ
、
収
穫
前
と

籾
摺
り
時
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
合
計
で
五
十
二
点
の
分
析

を
い
た
し
ま
し
た
が
、
全
量
、

放
射
性
物
質
の
検
出
は
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

３
Ｑ
訪
問

Ｑ　

共
済
事
業
に
お
け
る
共

済
金
の
支
払
い
は
、
短
期
・

長
期
を
合
わ
せ
て
件
数
で

四
千
八
百
五
十
八
件
、
金
額
で

三
十
八
億
二
千
五
百
万
円
程
度

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
３

Ｑ
訪
問
を
行
っ
た
と
あ
る
が
、

「
３
Ｑ
」
と
は
何
か
。

Ａ　

３
Ｑ
訪
問
と
は
、“
サ
ン

キ
ュ
ー
”
す
な
わ
ち
“
あ
り
が

と
う
”
と
い
っ
た
お
礼
の
気
持

ち
を
持
っ
て
、
Ｌ
Ａ
、
共
済
担

当
者
が
組
合
員
宅
や
共
済
加
入

者
宅
を
巡
回
し
「
ひ
と
、
い

え
、
く
る
ま
」
に
関
す
る
総
合

保
障
の
点
検
活
動
を
行
う
と
と

も
に
、
情
報
等
の
収
集
、
加
入

等
に
関
す
る
相
談
を
行
う
も
の

で
す
。

系
統
預
金
の
減
少

Ｑ　

預
金
高
で
系
統
預
金
が

二
十
億
円
余
り
減
っ
た
理
由
と

現
在
の
預
金
利
息
は
何
％
な
の

か
伺
い
た
い
。

Ａ　

超
低
金
利
時
代
の
な
か
、

農
林
中
央
金
庫
の
預
金
金
利
も

低
下
し
て
お
り
、
約
二
十
億
円

を
預
金
か
ら
有
価
証
券
の
取
得

に
運
用
方
法
を
変
更
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
な
お
、
取
得
し
た
有

価
証
券
は
リ
ス
ク
の
少
な
い
金

融
債
や
地
方
債
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
林
中
央
金
庫
の
預
金

利
息
は
、
預
け
期
間
・
預
け
金

の
種
類
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

�01�ー５　№456�01�ー５　№456 蟹座　６／ 22 ～７／ 22　６月の運勢

【全体運】ちょっとした喜びを味わえる期間です。物事を強引に推し進めるのには向かないので、サービス精神を発揮して
【健康運】健康促進のため情報を集めると実りあり
【幸運を呼ぶ食べ物】アンズ

双子座　５／ 21 ～６／ 21　６月の運勢

【全体運】思い切って行動することで、チャンスを引き寄せられる時期。何事にも積極的に。自分にお金をかけるのも吉
【健康運】リラックスした心境でいられればOK
【幸運を呼ぶ食べ物】車エビ

杉　本　孝　成山　本　秀　治

前　田　喜　芳

横 山 　 正

松 島 徹 雄 林 茂

新
執
行
体
制
が
ス
タ
ー
ト

代
表
理
事
組
合
長
に

林
氏
を
選
任

　

第
四
十
四
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
役
員
全
員
任
期
満
了
に
つ
き
改
選
の
件

が
承
認
さ
れ
、
総
代
会
終
了
後
の
組
織
役
員
会
に
お
い
て
役
付
役
員
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
代
表
理
事
組
合
長
に
は
、
林
茂
氏
（
若
栗
地

区
）
、
副
組
合
長
理
事
に
は
、
松
島
徹
雄
氏
（
荻
生
地
区
）
を
選
出
、
専
務
理
事

に
は
、
小
林
幸
弘
氏
（
役
員
会
推
薦
）
が
再
任
と
な
り
ま
し
た
。

代表理事組合長（新任）

【若栗地区】

副組合長理事（新任）

【荻生地区】

専務理事（再任）

小 林 幸 弘
【役員会推薦】

常勤監事（新任）

【役員会推薦】

理事（新任）

【東布施地区】

理事（再任）

山 田 　 勲
【田家地区】

理事（再任）

柿　林　孝　司
【前沢地区】

平 野　正 義
【大布施地区】

理事（再任）

【村椿地区】

理事（再任）

野 﨑 　 弘
【愛本地区】

理事（再任）

【下立地区】

理事（再任）

【内山地区】

理事（再任）

宮　﨑　幸　子
【役員会推薦】

理事（新任）

【役員会推薦】

監事（新任）

能 登 健 次
【石田地区】

監事（再任）

寺 田 　 毅
【大布施地区】

理事（新任）

新 　 孝 晴
【石田地区】

理事（再任）

【浦山地区】

監事（新任）

西 中 武 之
【浦山地区】

代表監事（新任）

【前沢地区】

理事（新任）

福 島 　 孝

瀧 澤 清 志

職員兼務理事（新任）

【役員会推薦】

中 瀬 　 勉

中 谷 三 嗣此 川 俊 市

営
農
・
経
済

信
用
・
共
済



6� �01�ー５　№456 �01�ー５　№456乙女座　８／ 23 ～９／ 22　６月の運勢

【全体運】慎重になり過ぎ動けなくなる暗示。あまり難しく考えないこと。オルゴールを聴き、肩の力を抜いてみて
【健康運】不調を感じたら、しっかり休息を取って
【幸運を呼ぶ食べ物】ビワ

獅子座　７／ 23 ～８／ 22　６月の運勢

【全体運】知的好奇心を刺激され、カルチャー志向が強くなる気配。講演会や体験講座などに参加すると、発見がありそう
【健康運】喉のケアが大事。うがいを忘れないで
【幸運を呼ぶ食べ物】サザエ

●
排
水
の
良
い

　
　
　
　

圃
場
づ
く
り

　

耕
起
前
か
ら
用
水
口
の
水
漏

れ
を
防
止
し
、
額
縁
排
水
溝
を

早
め
に
設
置
し
て
排
水
の
良
い

状
態
に
し
て
お
き
ま
す
。

●
土
改
材
散
布

　

大
豆
栽
培
に
適
し
た
土
壌

（
ｐ
Ｈ
六
・
五
）
に
す
る
た
め
、

一
〇
㌃
当
た
り
、
粒
状
貝
化
石

は
一
五
〇
㎏
以
上
、
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
は
六
〇
㎏
以
上
を
耕
起
前

に
散
布
し
ま
す
。

　

ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
を
す
き
込

む
場
合
は
、
播
種
二
週
間
前
ま

で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

●
種
子
消
毒

　

種
子
一
〇
㎏
に
対
し
、
ク

ル
ー
ザ
ー
Ｆ
Ｓ
30
を
六
〇
㍉
㍑

を
塗
沫
し
て
広
げ
て
一
分
間
ほ

ど
乾
か
し
、
そ
の
後
キ
ヒ
ゲ
ン

Ｒ
２
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
二
〇
〇
㍉

㍑
塗
沫
し
、
ふ
た
た
び
広
げ

播
種
前
の
排
水
対
策
と

土
壌
酸
度
矯
正
が
重
要
！

大豆

て
乾
か
し
ま
す
（
ク
ル
ー
ザ
ー

マ
ッ
ク
ス
使
用
の
場
合
は
一
〇

㎏
に
対
し
八
〇
㍉
㍑
）
。

●
播
種
同
時
作
業

　

圃
場
が
乾
い
た
状
態
で
播
種

し
ま
す
。
種
が
露
出
し
な
い
よ

う
深
度
は
約
三
㎝
に
し
ま
す
。

欠
株
防
止
の
た
め
、
播
種
速
度

は
三
連
播
種
機
で
三
〇
㌃
を
七

十
分
で
終
え
る
程
度
（
〇
・
五

ｍ
／
秒
速
度
）
を
目
安
と
し
て

く
だ
さ
い
。

品種別の播種量目安等

　

基
肥
は
Ｂ
Ｂ
特
15
号
を
、
除

草
剤
は
ト
レ
フ
ァ
ノ
サ
イ
ド
乳

剤
か
ラ
ク
サ
ー
乳
剤
を
そ
れ
ぞ

れ
使
い
ま
す
。

●
播
種
後
の
排
水
対
策

　

播
種
直
後
に
圃
場
に
雨
水
が

た
ま
る
と
出
芽
・
苗
立
ち
不
良

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
播
種
機

走
行
跡
に
よ
り
排
水
溝
の
つ
な

が
り
が
寸
断
さ
れ
て
い
な
い
か

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
必
ず
排
水
口

ま
で
連
結
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

イ
ネ
の
分
げ
つ
の
確
保
を

確
実
に
！

水稲●
水
管
理

　

田
植
え
直
後
三
～
四
日
間

は
、
植
え
傷
み
の
防
止
と
保
温

の
た
め
に
、
水
没
し
な
い
程
度

の
深
水
に
し
ま
す
。
苗
が
強
い

水
流
で
浮
き
上
が
ら
な
い
よ

う
、
ゆ
る
や
か
に
か
ん
水
し
ま

し
ょ
う
。

　

活
着
後
は
浅
水
管
理
に
切
り

替
え
ま
す
。
か
ん
水
は
朝
夕
に

行
い
、
日
中
は
止
水
で
水
温
を

上
昇
さ
せ
て
昼
夜
の
温
度
差
か

ら
苗
を
守
り
、
初
期
分
げ
つ
を

う
な
が
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
強
風
時
は
深
水
で

苗
を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

●
除
草
剤
は
適
期
散
布
を

　

田
植
え
後
の
除
草
剤
散
布
に

つ
い
て
は
、
使
用
適
期
内
に
実

施
し
、
ま
き
遅
れ
て
雑
草
を
残

　

田
植
え
後
に
は
水
の
管
理
と
雑
草
防
除
な
ど
大
切
な
作
業
が

続
き
ま
す
。
初
期
分
げ
つ
確
保
と
丈
夫
な
根
の
生
育
の
た
め
、

作
業
は
確
実
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。す

こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

効
果
を
上
げ
る
た
め
に
散
布

後
七
日
間
は
落
水
や
か
け
流
し

を
せ
ず
、
止
め
水
に
し
て
お
き

ま
す
。

　

な
お
、
強
風
の
日
は
田
ん
ぼ

以
外
に
薬
が
飛
散
す
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
散
布
を
避
け
ま

し
ょ
う
。

中期除草剤名
10㌃
当たり

お奨め
散布時期

使 用 基 準 備　　考

マメットＳＭ
　１キロ粒剤

１袋
（１㎏入）

田植え後
　20日目

田植え後
20 ～ 30日目まで

イネ５葉期以前に使用しない。
30℃以上の高温が予想される場
合は使用しない。

サンパンチ
　１キロ粒剤

１袋
（１㎏入）

田植え後
　25日目

田植え後
15 ～ 30日目まで
（収穫　60日前まで）

多年生雑草対策、ノビエ
イネ４葉期以前に使用しない。

◎初期除草剤使用後に中期剤を散布する場合（※散布前に軽い田干しや水の入れ替えを行う）

●
つ
な
が
っ
た
溝
に

　
　
　
　

仕
上
げ
る

　

夏
の
「
出
穂
後
の
湛
水
管

理
」
と
秋
の
コ
ン
バ
イ
ン
作
業

の
た
め
、
中
干
し
を
し
っ
か
り

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
溝
切
り
は
六
月

上
旬
ま
で
に
遅
れ
な
い
よ
う
実

施
し
ま
す
。
こ
の
溝
は
干
す
時

の
排
水
効
果
を
高
め
、
ま
た
、

夏
の
入
水
の
際
に
は
田
ん
ぼ
に

水
を
い
き
わ
た
ら
せ
て
く
れ
る

役
目
も
担
い
ま
す
の
で
、
溝
同

士
は
必
ず
連
結
さ
せ
て
、
水
尻

に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
田
ん
ぼ
を
ぐ
る
り
と
囲

む
線
と
中
央
の
一
本
は
し
っ
か

り
切
り
ま
す
。
水
の
溜
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
や
乾
き
に
く
い
部

分
は
溝
の
本
数
を
多
め
に
し
ま

し
ょ
う
（
五
㍍
程
度
の
間
隔
に

一
本
が
目
安
）
。

　

ま
た
、
干
し
具
合
を
確
認
し

た
と
き
に
水
が
溜
ま
っ
た
ま
ま

の
箇
所
が
あ
れ
ば
中
干
し
不
完

全
で
す
。

●
追
肥
の
準
備

　

六
月
二
十
日
頃
か
ら
、
中
間

追
肥
と
し
て
「
エ
ス
ア
イ
加
里

★キチットやシリウスターボは、中

期除草剤のような使い方もできます。

＜注意点＞

　初期除草剤を散布した後に使う場

合は、田植え後15 ～ 25日目の間に散

布

特
号
」
を
散
布
し
ま
す
（
一
〇

㌃
当
た
り
一
〇
㎏
）
。
根
の
活

力
を
高
め
る
肥
料
な
の
で
、
事

前
に
必
要
量
を
準
備
し
ま
し
ょ

う
。

【中干しの効果】
①有害ガスを除去し、根の生育を健全にする。

②無効分げつの発生を抑える。

③葉が立ち、稲の受光姿勢が良くなる。

④田面が硬くなり、コンバイン作業がしやすくなる。

※条間75cm、種子は１株２粒播き

品 種 名 播 種 時 期 播種量（㎏/10㌃） 栽植密度（本/10㌃）

エンレイ
５月下旬～６月上旬 大粒：4.8 ～ 5.2 14,000 ～ 15,000

６月中旬 大粒：5.5 16,000

オオツル
６月上旬 大粒：4.0 ～ 4.8 10,000 ～ 12,000

６月中旬～下旬 大粒：4.8 ～ 5.6 12,000 ～ 14,000

平成24年産米出荷契約米

出荷契約金の選択について

●出荷契約金とは
　５月末に出荷契約をした数量に対し１俵（60kg）
当たり6,000円（加工用米3,000円・備蓄米3,000円）
の出荷契約金を契約者に支払いする制度です。

●受領を希望しない場合
　受領を希望しない場合は、各支店経済センター
において所定の手続きをお願い致します。
<受付期間>
　５月18日（金）まで各支店経済センターで受付
※申し出のない場合は、「受領する」となります。

●平成24年産米出荷契約金単価
　「出荷契約米」　　　　　　　１俵当たり6,000円

　「加工用米」　　　　　 　　 １俵当たり3,000円

　「備蓄米」　　　　　　　　  １俵当たり3,000円

　出荷契約金支払い予定 　　　平成24年６月末日

●返還方法
　平成24年産米前渡金（出荷時）との相殺となり
ます。
※出荷契約金の返済期日は平成24年11月26日とな
ります。

　　期日までに返還されなかった場合は、経過日
数に応じて年利14.6％の延滞損害金が発生しま
す。

☆
Ｇ
Ａ
Ｐ
チ
ェ
ッ
ク
を

　
　
　
　

忘
れ
ず
に
！

　

品
質
の
向
上
や
作
業
の
安
全

等
に
つ
い
て
の
確
認
が
で
き

る
『
名
水
の
里　

黒
部
産
大
豆

Ｇ
Ａ
Ｐ
（
大
豆
作
工
程
管
理
）

チ
ェ
ッ
ク
票
』
を
活
用
し
、
作

業
内
容
の
点
検
と
今
後
必
要
な

作
業
の
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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黒
部
市
果
樹
振
興
会
の
花
見

会
が
四
月
二
十
二
日
、
若
栗
地

区
の
池
田
順
郎
さ
ん
の
も
も
園

に
て
開
催
さ
れ
、
市
内
の
生
産

者
な
ど
三
十
二
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
も
も
の
開
花
は
、
前
年

よ
り
遅
れ
て
い
た
も
の
の
、
当

日
は
き
れ
い
に
咲
き
誇
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
花
見
会
は
、
果
樹
の
豊

作
を
願
い
会
員
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
宮
腰
衆
議
院
議

員
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
も
も

色
の
花
に
囲
ま
れ
て
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

年
）
、
野
島
祥
希
君

（
入
善
町
ひ
ば
り
野

小
五
年
）
、
德
道
佳

璃
奈
さ
ん
（
宇
奈
月

小
四
年
）
。
明
日
地

区
の
子
ど
も
が
少
な

く
な
っ
た
た
め
、
一

昨
年
か
ら
女
子
の
德

道
さ
ん
が
、
昨
年
か

ら
は
入
善
町
の
野
島

君
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

四
人
は
、
大
勢
の

見
物
客
の
前
で
「
矛

の
舞
」「
太
平
楽
」「
千

秋
楽
」
な
ど
五
曲
を

披
露
。
稚
児
が
古
式
ゆ
か
し
い

衣
装
に
身
を
包
み
、
太
鼓
や
笛

の
音
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
た
り
と

舞
う
姿
は
、
多
く
の
見
物
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

稚
児
舞
は
安
土
桃
山
時
代
に

始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
法
福
寺
の

伝
統
行
事
と
し
て
、
地
元
住
民

ら
に
よ
る
「
明
日
稚
児
舞
保
存

会
」
が
継
承
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

中央幼稚園
（ふじ組）
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【全体運】考え方が暗くなりがち。うがったものの見方をして、周囲の人ともめないよう、ご用心。明るい笑顔が開運の鍵
【健康運】ストレッチなど、適度な運動をすると吉
【幸運を呼ぶ食べ物】ピーマン

天秤座　９／ 23 ～ 10 ／ 23　６月の運勢

【全体運】行動力が高まり、さまざまなことに果敢にチャレンジしていけそう。未体験の事柄でもスムーズに発展するはず
【健康運】健康的な食生活を始めれば、好転の兆し
【幸運を呼ぶ食べ物】ラッキョウ

春
の
牧
草
地
へ　

モ
～
ダ
ッ
シ
ュ

新
川
育
成
牧
場
放
牧
式

　

新
川
育
成
牧
場
で
四
月
二
十

六
日
、
放
牧
式
が
行
わ
れ
、
冬

の
期
間
牛
舎
で
育
て
ら
れ
た
乳

牛
や
ポ
ニ
ー
約
二
十
頭
が
広
々

と
し
た
牧
草
地
に
勢
い
よ
く
飛

び
出
し
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
新
川
畜
産
公
社
理

事
長
の
堀
内
康
男
黒
部
市
長
や

同
牧
場
組
合
管
理
者
の
澤
﨑
義

敬
魚
津
市
長
を
は
じ
め
、
同
牧

場
を
運
営
す
る
滑
川
、
魚
津
、

黒
部
の
三
市
の
関
係
者
や
園
児

ら
が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
園
児
た
ち
が
、
動
物
を

慰
霊
す
る
「
動
物
た
ち
の
碑
」

に
花
を
捧
げ
ま
し
た
。
両
市
長

ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
た

後
、
牧
草
地
に
向
か
っ
て
一
斉

に
走
り
出
す
牛
の
姿
に
園
児
か

ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

同
牧
場
は
市
内
を
一
望
で
き

る
高
台
に
あ
り
、
県
内
最
大
の

広
さ
を
も
ち
、
ま
た
、
昨
年
四

十
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
県

内
外
の
酪
農
家
か
ら
預
か
っ
た

生
後
一
カ
月
ほ
ど
の
乳
牛
を
約

二
十
カ
月
間
育
成
、
現
在
公
社

所
有
の
五
十
五
頭
と
合
わ
せ
て

二
百
一
頭
余
り
を
飼
育
し
て
い

ま
す
。

大桜の下、優雅な舞を披露

　

四
月
十
五
日
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
明
日
（
あ
け
び
）
の
稚

児
舞
」
が
、
法
福
寺
の
観
音
祭

に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
県
指
定

天
然
記
念
物
「
明
日
の
大
桜
」

の
下
で
、
四
人
の
稚
児
が
優
美

な
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

稚
児
を
務
め
た
の
は
、
関
口

翔
君
（
宇
奈
月
中
二
年
）
、
金

澤
秀
一
郎
君
（
宇
奈
月
小
五

古
式
ゆ
か
し
く
稚
児
の
舞
奉
納

愛
本
・
明
日
の
稚
児
舞

「いろんなことに挑戦中！」
　一番大きなクラスになっ
たふじ組1�名の子どもたち。
はりきって当番活動をした
り、泣いている小さなお友達
のお世話をしたり、とても
頼もしいお兄さんお姉さん
たちです。補助なし自転車
や登り棒など、いろいろな
ことにも挑戦してがんばっ
ていま～す。

「わたしが一番！」と駆け出す牛

●４月15日　　　　明日の稚児舞

●４月22日　　　　黒部市果樹振興会花見会

●４月25・26日　　交通安全教材を寄贈

●４月26日　　　　新川育成牧場放牧式

●５月14日　　　　本店・南部支店ＡＴＭ屋根完成

ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た

本
店
・
南
部
支
店
Ａ
Ｔ
Ｍ
屋
根
完
成

本
店
・
南
部
支
店
ポ
ー
チ
に

屋
根
が
つ
き
ま
し
た

　

五
月
十
四
日
、
三
月
初
め
か

ら
着
工
し
て
お
り
ま
し
た
「
本

店
・
南
部
支
店
Ａ
Ｔ
Ｍ
屋
根
補

修
工
事
」
が
つ
い
に
完
了
い
た

し
ま
し
た
。

　

雨
天
時
強
風
が
吹
く
と
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
ブ
ー
ス
で
は
、
自
動
ド
ア

下
部
か
ら
吹
き
込
み
、
機
器
の

故
障
や
足
場
の
悪
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
補

修
工
事
に
よ
り
、
雨
漏
り
防
止
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
ブ
ー
ス
へ
の
雨
吹
き
込

み
の
改
善
が
図
ら
れ
、
ま
た
農

業
祭
等
の
イ
ベ
ン
ト
時
の
降
雨

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

工
事
中
、
ご
来
店
さ
れ
た
皆

様
に
は
何
か
と
ご
協
力
を
賜

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

交
通
安
全
教
材
を
寄
贈

安
全
な
地
域
環
境
づ
く
り
に

教材を手渡す松田南部支店長（左）と
鷹施中学校生徒（右）

　

自
転
車
の
交
通
安
全
に
つ
い

て
学
ぶ
「
自
転
車
交
通
安
全

ブ
ッ
ク
」
を
四
月
二
十
五
日
、

宇
奈
月
中
学
校
へ
、
二
十
六
日

に
、
鷹
施
中
学
校
へ
寄
贈
し
ま

し
た
。

可
憐
な
花
に
酔
い
し
れ
る

黒
部
市
果
樹
振
興
会
花
見
会

コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｍ
Ｍ
の
講
習
会
も

　
　
　
　

あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
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【全体運】心理的に不安定な月。物事をマイナスに考えてばかりいると、それが現実になりやすいかも。読書で気分転換を
【健康運】運動することで、体力増が期待できそう
【幸運を呼ぶ食べ物】ニンニク

射手座　11／ 23 ～ 12 ／ 21　６月の運勢

【全体運】何かとアップダウンの激しい期間。ささいなことで一喜一憂せず、どっしり構えて。気晴らしには絵本がお勧め
【健康運】スポーツを楽しむなら、けがには注意を
【幸運を呼ぶ食べ物】サクランボ

　

Ｊ
Ａ
富
山
県
女
性
組
織
協
議

会
（
髙
本
一
恵
会
長
）
で
は
、

四
月
九
日
か
ら
十
日
に
か
け
て

福
島
県
を
訪
れ
、
東
日
本
大
震

災
や
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
で
今
な
お
農
業

の
復
旧
、
復
興
へ
の
見
通
し
が

立
た
な
い
現
状
を
見
舞
い
激
励

し
ま
し
た
。

　

県
役
員
ら
十
七
人
は
、
富
山

県
の
各
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
義
援
金
と
地
元
特
産
米

三
百
袋
を
「
復
興
・
再
建
に
生

か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
Ｊ
Ａ

復
興
の
絆 

再
確
認

Ｊ
Ａ
福
島
・
飯
舘
村
を
訪
問
し
義
援
金
を
届
け
る

福
島
女
性
協
の
大
川
原
け
い
子

会
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
一
行
は
原
発
で
計

画
的
避
難
区
域
と
な
っ
た
飯
舘

村
役
場
飯
野
出
張
所
や
松
川
第

一
仮
設
住
宅
団
地
を
訪
問
し
、

自
治
会
役
員
ら
と
交
流
。
「
震

●材料（４人分）
ゆでたたけのこ･･･････400ｇ
生わかめ･････････････100ｇ
木の芽･････････････････適量
　　薄口しょうゆ･･･大さじ２
　　本みりん･･･････大さじ３
　　酒･････････････大さじ３
　　かつおだし･････小さじ２
　　砂糖･････････ 小さじ1.5
　　水･････････････３カップ

●作り方
❶たけのこは根元を１～ 1.5㎝の
厚さの半月切り、穂先は４～５㎝
の長さのくし形切りにする。
 ❷生わかめは熱湯にサッとくぐら
せて素早く冷水で冷まし、食べや
すい大きさに切る。
❸①を煮汁で煮含め、最後に②を
加えて温め、器に盛り、木の芽を
のせる。

若竹煮

相馬女性部に義援金を贈る

煮
汁

ぼかし作り

　村椿支部は４月25日に村椿農業倉庫で「ぼかし」
作り講習会を開催しました。毎年好評で今回が10
回目となり、25名が参加しました。
　会員の方を講師として説明を聞きながら米ぬ
か、おから、ＥＭ菌、糖蜜をシートの上にのせ、
全員素足になり、中腰で手でまぜながら「手がツ
ルツルになったね」「野菜もおいしくなるね」と
言いながら和やかなうちに終了しました。
　完成したぼかし、活性液の利用でおいしい野菜
や美しい花づくりの一助になればと今から成長が
楽しみです。（木島縞子）

飯舘村の皆さんと交流

かつおだし
　にごらず、カスが残らない
ので、どんな和風料理にも適
しています。濃縮50倍なの
で少量ですみ、経済的です。
400ml・・・・525円
ご注文はアグリプラザ東
（☎0765-65-9100）まで

　

第
五
十
八
回
Ｊ
Ａ
富
山
県
女

性
組
織
協
議
会
の
総
会
が
四
月

十
四
日
、
県
Ｊ
Ａ
会
館
で
開
催

さ
れ
、
女
性
部
員
ら
約
二
百
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
役
員
改
選
が
あ

り
、
髙
本
一
恵
会
長
が
顧
問
と

な
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
後
、
富
山
短
期
大
学

食
物
栄
養
学
科
の
脳
機
能
解
析

学
教
授
・
田
渕
英
一
氏
よ
り

「
脳
に
効
く
食
べ
も
の
と
食
農

教
育
」
と
題
し
た
講
演
を
聴
き

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
富
山
県

女
性
組
織
協
議
会

『家の光』６月号の読みどころ

津波による被災地

〈特集〉
二人だからこそできるパートナーの条件
　家族や職場などで、二人で手を組みながら

大きな力を生み出すパートナーを紹介。おた

がい認め合うベストパートナーたちに、これ

までの歩みと今を語ってもらいます。

●ＪＡ女性組織学習月間関連企画●
きずなの力　復興へ向かって
　東日本大震災や度重なる自然災害に対して、

一貫して全国のＪＡ女性組織が行ってきた復

興支援活動や被災地の取り組みに焦点をあて、

役割や力の大きさと意義を再確認します。

畑の情報便
心が和む小さな緑　苔玉
　長持ちする苔玉の作り方と管理方法、直売

に役立つヒントなどを紹介します。

６月号　定価600円（税込）

お申込みは、各支店経済センターへ

災
に
よ
り
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
た
。
寂
し
い
」
「
朝
起
き

て
も
目
標
が
な
く
、
将
来
の

こ
と
を
考
え
る
と
眠
れ
な
い
」

「
原
発
に
よ
る
風
評
被
害
な
ど

マ
ス
コ
ミ
は
自
分
た
ち
の
都
合

の
よ
い
情
報
し
か
報
道
せ
ず
、

と
て
も
不
信
感
を
持
っ
て
い

る
。
大
人
も
子
供
も
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
て
い
る
」
な
ど
悲
痛
な

声
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
こ

の
よ
う
に
私
達
の
声
を
聞
い
て

く
れ
て
と
て
も
嬉
し
い
」
と
話

さ
れ
、
私
達
が
出
来
る
こ
と
は

被
災
地
の
皆
さ
ん
か
ら
聞
い
た

正
し
い
情
報
を
周
り
に
伝
え
る

こ
と
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

十
日
は
、
飯
舘
村
除
染
実
証

田
や
津
波
被
害
の
大
き
か
っ
た

南
相
馬
市
鹿
島
地
区
を
視
察
。

ま
た
、
相
馬
女
性
部
と
交
流
を

行
い
、
Ｊ
Ａ
く
ろ
べ
女
性
部
が

復
興
支
援
に
取
り
組
ん
だ
義
援

金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
震
災
の

爪
痕
は
深
く
、
地
域
が
立
ち
上

が
る
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
支

援
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
自
分
の
出
来
る
こ
と

か
ら
協
力
し
て
い
か
ね
ば
と
思

い
ま
し
た
。

女性部これから

５月24日　　グリーンツーリズム「黒部塾」

　～26日

５月30日　　酢を使った料理講習会

　　　　　　ＡＭ10：00 ～　若栗

　　　　　　ＰＭ７：00 ～　前沢

　　31日　　ＡＭ10：00 ～　村椿

　　　　　　ＰＭ１：30 ～　石田

６月10日　　県女性部旅行ママさん大学

　～11日

６月14日　　茶話会（池尻公民館）

６月18日　　茶話会（浜石田公民館）

中
央
会
長
よ
り

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
る
髙
本
会
長

一生懸命にぼかしを作る部員



1�1�

「かがやく笑顔」
　友だちの顔をよく見て、ほおを笑って

いるような色にしました。特にがんばっ

たのは、野原です。いろんな色をつくっ

て、一本ずつ草をかきました。

�01�ー５　№456�01�ー５　№456 水瓶座　１／ 20 ～２／ 18　６月の運勢

【全体運】イベントやお祭りなど、活気のある事柄に縁あり。飲み会にも気軽に顔を出してみて。レジャーへの出費は正解
【健康運】小まめに体を動かし、血行を促進して
【幸運を呼ぶ食べ物】オオバ

魚座　２／１9～３／ 20　６月の運勢

【全体運】ぴりぴりしやすくなる傾向がチラリ。多少、失敗しても笑い飛ばせるぐらいの大らかさを心掛けて。節約にツキ
【健康運】肌荒れに気を付けて。丁寧なケアが必要
【幸運を呼ぶ食べ物】アジ

五
月
二
十
五
日

ごはんぢゃワン

クロスワードパズル
Ａ～Ｅの二重枠に順に並べてできる言葉は何でしょうか？

【前回の答え】チューリップ
当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

①
住
所
②
氏
名
③
答
え
④
本
誌
に
関
す
る
ご
意
見
を
お
書
き
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
支
店
窓
口
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
あ
て
先
】
〒
９
３
８-

０
０
４
２ 

黒
部
市
天
神
新
２
１
０-

１　

Ｊ
Ａ
く
ろ
べ
総
務
課
行　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
６
５
）
５
４-

４
３
３
４

正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
３
名
の
方
に

『
ご
は
ん
ぢ
ゃ
ワ
ン
グ
ッ
ズ
』

　
　
　
　
　

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

（若栗）
※
締
切
６
月
11
日

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
六
月
ご
ろ
赤
や
紫
の
花
を
咲
か
せ
ま
す

②
開
襟―

を
着
て
出
掛
け
た

③
平
成
二
十
四
年
の
干
支
（
え
と
）

⑤
韓
国
の
代
表
的
な
漬
物

⑥
一
年
で
一
番
昼
が
長
い
日

⑧
秋
田
の
郷
土
料
理
、―

鍋

⑫
寝
不
足
に
な
る
と
目
の
下
に
出
現

⑬
シ
ト
シ
ト
、
ザ
ー
ザ
ー
と
降
り
ま
す

⑭
な
る
ほ
ど
、
と―

し
た

⑮
独
り
立
ち
し
て
い
ま
す

⑯
「
」
や
（
）

⑰
六
月
の
第
三
日
曜
日
は―

の
日
で
す

⑲
あ
ん
パ
ン
や
ま
ん
じ
ゅ
う
に
載
っ
て

い
る
粒
々

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
昨
日
の
あ
さ
っ
て

④
く
る
っ
と
し
た―

が
か
わ
い
い
髪
形

で
す
ね

⑦
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
を
交
換
す
る
と
き

に
使
い
ま
す

⑨
チ
ョ
ウ
や
ガ
、
バ
ッ
タ
な
ど

⑩
小
銭
と
は
別
に
し
ま
う
こ
と
が
多
い

⑪
地
球
の
表
面
の
約
三
割

⑬
困
っ
た
と
き
に
は
抱
え
ま
す

⑮
耕
し
て
田
畑
を
作
り
ま
す

⑯
揚
げ
た
て
の
メ
ン
チ―

を
食
べ
た

⑰
南
米
の
細
長
い
国

⑱
釣
り
用
の
ベ
ス
ト
に
は
た
く
さ
ん
付

い
て
い
ま
す

⑳
空
気
の
約
七
八
％
を
占
め
ま
す

�
香
川
・
高
知
・
徳
島
・
愛
媛

能
の

　登
と

　一
かず

　雅
まさ

さん（石田・�1歳）

努
力
は
報
わ
れ
る

　

「
い
つ
か
野
球
の
指
導
者
に

な
り
た
い
」
と
夢
を
語
る
一
雅

さ
ん
。
中
学
校
か
ら
野
球
を
始

め
、
今
は
職
場
の
野
球
部
に
所

属
し
、
休
日
も
野
球
一
色
。
指

導
者
を
目
指
す
き
っ
か
け
は
、

高
校
時
代
の
コ
ー
チ
。
指
導
者

と
し
て
の
話
を
聞
く
う
ち
に
、

夢
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
そ

う
。

　

そ
ん
な
夢
に
向
か
っ
て
一
直

線
な
一
雅
さ
ん
の
野
球
の
一
番

の
思
い
出
は
、
高
校
三
年
生
の

夏
の
大
会
。
試
合
に
出
場
し
、

ヒ
ッ
ト
を
打
つ
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
「
毎
日
練
習
後
に
自
主

練
し
て
き
た
こ
と
が
報
わ
れ

た
」
そ
し
て
「
練
習
に
付
き
合
っ

て
く
れ
た
友
達
の
お
か
げ
」
と

話
す
一
雅
さ
ん
は
、
日
頃
の
努

力
と
感
謝
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

「
野
球
か
ら
学
ん
だ
団
結
力

と
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
精
神
が
今

の
職
場
で
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
話
す
一
雅
さ
ん
。
職
場

で
は
気
を
遣
う
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
が
、
全
く
苦
に
な
り
ま

せ
ん
。

　

数
少
な
い
休
日
は
日
頃
の
疲

れ
を
癒
す
た
め
、
気
分
転
換
に

ド
ラ
イ
ブ
へ
。
「
最
近
は
夜
桜

を
見
に
行
っ
て
、
気
持
ち
が
落

ち
着
き
ま
し
た
」
と
、
繊
細
な

一
面
も
。
「
最
近
友
達
と
け
ん

か
し
た
の
で
、
夜
桜
を
見
に

行
っ
て
仲
直
り
し
た
い
」
と
や

さ
し
い
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

前
沢
小
学
校朝

あさ

倉
くら

　大
だい

貴
き

さん
（１年）

　太陽を渦巻きの形にして、いろ
いろな色をぬったところが工夫し
てあると思います。楽しい気持ち
になる、世界に一つだけの太陽に
なりましたね。　　     （先生より）

湯
ゆ

野
の

　莉
り

子
こ

さん
（４年）

　詩から想像をふくらませて、かが
やいている友だちの表情をかきまし
たね。野原や空の色づかいからも、
あたたかさが伝わってきます。

（先生より）

「ぼくのたいよう」
　ぼくは、いろいろな色を使って、

楽しい顔の太陽をかきました。まわ

りの光の形を工夫して、色もていね

いにぬりました。

　

　歌と踊りが大好きです。

　おしゃべりも大好きです。

　おじいちゃん、おばあちゃんいつも面倒を見てくれ

てありがとう。いつまでも元気でいてね。

お父さん　国司さん　お母さん　由美子さん

西
にし

田
だ

　葉
は

月
づき

ちゃん （長女　２歳８カ月）

短
歌

老
母
の
耳
に
ラ
ッ
プ
の
芯
を
あ
て

電
話
ご
っ
こ
の
よ
う
に
会
話
す 
山
口　

桂
子

朝
明
け
の
背
戸
の
桜
に
雪
積
も
り

白
き
花
び
ら
朝
日
に
光
る 

東
狐　

義
之

春
嵐
ト
タ
ン
十
枚
持
ち
去
り
て

何
処
に
消
え
し
や
跡
形
も
な
し 

上
野　

光
子

奥
山
に
ま
だ
雪
多
き
峡
谷
を

ト
ロ
ッ
コ
走
る
春
風
乗
せ
て 

河
田　
　

稔

猿
の
群
菊
芋
掘
り
に
畑
に
来
て

牽
制
し
つ
つ
春
が
ス
タ
ー
ト 

神
子　

久
美

ふ
き
味
噌
を
そ
っ
と
届
け
し
人
あ
り
て

酒
買
ひ
に
行
く
春
の
夕
暮
れ 

上
田　

洋
一

鍬
打
つ
に
土
の
息
吹
の
伝
わ
り
ぬ

水
仙
の
黄
花
咲
き
初
め
に
け
り 

前
澤　

富
枝

満
天
を
薄
紅
に
染
む
桜
花

風
の
誘
い
に
刹
那
散
り
敷
く 

二
口　

恒
巳

南
天
も
榊
も
棕
櫚
も
山
茶
花
の

垣
根
の
中
に
紛
れ
て
育
つ 

山
口　

吉
政

俳
句

花
見
客
光
郎
師
の
碑
歌
朗
詠
す

　

(

四
月
二
十
日
老
夫
婦
来
山) 

角
井　

孝
通

補
聴
器
に
近
づ
く
春
の
息
吹
か
な 

山
口　

忠
行

み
ち
の
く
の
屋
根
雪
い
ず
こ
春
の
雨 

田
村　

勝
子

霾つ
ち

ふ
る
や
嶺
幾
重
に
も
潤
ま
せ
て 

丸
田
美
恵
子

香
に
惹ひ

か
れ
雀
群
が
る
枝
垂
れ
梅 

田
中　

正
夫

春
暁
の
里
展
げ
ゆ
く
鳥
の
声 

堀　
　

ち
え

古
稀
迎
え
新
た
な
発
心
梅
匂
う 

若
林　

伊
義

菜
種
梅
雨
そ
ろ
っ
て
庭
木
よ
み
が
え
る 

長
谷
川
百
合
子

厳
し
さ
を
耐
え
き
し
桜
咲
き
ほ
こ
る 

尾
山
与
四
夫
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新築・購入から

リフォーム・お借換え

また、

マイカー・教育資金等

にもご相談に応じます。
５月
25日　定例理事会

　　　役職員コンプライア

　　　ンス研修会

27日　住宅ローン相談会

　　　（午前10時

　　　　～午後４時／本店）

６月
１日　税務・法律相談日

　　　（午後２時～／本店）

14日　ファミリー活動

　　　（～15日）

�01�ー５　№456

５月下旬～６月中旬

四
月
二
十
六
日
（
木
）

�01�ー５　№456

◆
付
議
事
項

第
一
号
議
案　

Ｊ
Ａ
全
国
監

査
機
構
富
山
県
監
査
部
平
成

二
十
三
年
度
内
部
統
制
等
に

関
す
る
改
善
指
示
書
に
対
す

る
改
善
整
備
状
況
報
告
書
に

つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
富
山
県

監
査
部
平
成
二
十
三
年
度
内
部

統
制
に
関
す
る
改
善
方
策
等
の

概
要
に
つ
い
て
報
告
し
承
認
し

ま
し
た
。

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
三
年

度
決
算
監
事
監
査
整
理
顛
末

に
つ
い
て

　

監
事
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
平

成
二
十
三
年
度
末
監
事
監
査
報

告
書
に
基
づ
き
、
顛
末
報
告
し

承
認
し
ま
し
た
。

第
三
号
議
案　

業
務
報
告
書
の

行
政
庁
提
出
に
つ
い
て

　

第

四

十

三

年

度
（

平

成

二
十
三
年
度
）
業
務
報
告
書
の

行
政
庁
報
告
に
つ
い
て
承
認
し

ま
し
た
。

第
四
号
議
案　

連
結
業
務
報
告

書
に
つ
い
て

　

農
協
法
に
基
づ
き
、
行
政
庁

に
提
出
す
る
第
四
十
三
年
度
の

連
結
業
務
報
告
書
（
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
な
ど
）
に
つ

い
て
検
討
し
承
認
し
ま
し
た
。

第
五
号
議
案　

担
当
理
事
委
員

会
の
構
成
に
つ
い
て

　

第
四
十
四
回
通
常
総
代
会
に

お
い
て
選
任
さ
れ
た
理
事
の
担

当
理
事
委
員
会
の
構
成
に
つ
い

て
原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

（
表
①
）

第
六
号
議
案　

子
会
社
及
び
関

係
団
体
の
役
員
選
任
に
つ
い

て

　

Ｊ
Ａ
子
会
社
及
び
農
業
関
連

団
体
な
ど
の
役
員
に
、
理
事
・

監
事
の
配
置
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
承
認
し
ま
し
た
。
（
表
②
）

第
七
号
議
案　

第
四
十
四
年
度

に
お
け
る
役
員
報
酬
額
に
つ

い
て

　

第
四
十
四
回
通
常
総
代
会
に

お
い
て
、
役
員
の
報
酬
総
額
が

決
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
役
員

報
酬
審
議
会
の
答
申
内
容
や
県

下
Ｊ
Ａ
の
状
況
、
社
会
的
賃
金

体
系
等
を
勘
案
し
、
そ
の
範
囲

内
に
お
け
る
理
事
・
監
事
の
報

酬
額
に
つ
い
て
協
議
し
決
定
し

ま
し
た
。

第
八
号
議
案　

給
与
規
程
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

　

本
規
程
第
二
十
四
条
の
家
族

手
当
に
つ
い
て
、
扶
養
家
族
を

規
定
す
る
表
現
を
修
正
す
る
た

め
、
給
与
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て
原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

第
九
号
議
案  

平
成
二
十
四
年

産
出
荷
米
契
約
金
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
四
年
産
米
出
荷
契

約
金
単
価
並
び
に
そ
の
取
扱
い

に
つ
い
て
、
原
案
通
り
承
認
し

ま
し
た
。

◆
報
告
事
項

一
、
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退

に
つ
い
て

二
、
三
月
度
事
業
の
実
施
状
況

に
つ
い
て

三
、
資
金
運
用
に
関
す
る
報
告

に
つ
い
て

四
、
第
四
十
四
回
通
常
総
代
会

及
び
事
前
説
明
会
質
疑
取
り

ま
と
め
報
告
に
つ
い
て

五
、
平
成
二
十
四
年
度
水
稲
田

植
え
の
繰
り
下
げ
に
つ
い
て

六
、
平
成
二
十
三
年
産
米
直
売

数
量
の
報
告
に
つ
い
て

七
、
東
日
本
大
震
災
に
か
か
る

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
復
興
支
援

募
金
活
動
（
第
二
期
）
」
の

実
施
に
つ
い
て

八
、
そ
の
他

担当理事委員会の構成表①

総務 ・ 信用委員会 営農 ・ 経済委員会 労務委員会
集落営農推進

委員会

◎ 柿 林  孝 司 ◎ 野 﨑     弘 ◎ 柿 林  孝 司 ◎林　　    茂

○ 山 田     勲 ○ 前 田  喜 芳 ○ 野 﨑     弘   柿 林  孝 司

   山 本  秀 治    宮 﨑  幸 子    山 田     勲   野 﨑     弘

   杉 本  孝 成    福 島     孝    前 田  喜 芳   前 田  喜 芳

   新  　 孝 晴    平 野  正 義   山 本  秀 治

   横 山     正    瀧 澤  清 志   松 島  徹 雄

  山 田     勲

   林　　    茂    林　　    茂    林　　    茂   福 島     孝

   松 島  徹 雄    松 島  徹 雄    松 島  徹 雄   杉 本  孝 成

   小 林  幸 弘    小 林  幸 弘    小 林  幸 弘   新  　 孝 晴

   中 瀬     勉    中 瀬     勉    中 瀬     勉   平 野  正 義

   此 川  俊 市    此 川  俊 市    此 川  俊 市   横 山     正

・
◎
印
は
、
委
員
長
で
す
。
○
印
は
、
副
委
員
長
で
す
。

・
施
設
整
備
検
討
委
員
会
は
、
正
・
副
委
員
長
及
び
組
合
長
・
副

組
合
長
・
専
務
・
職
員
兼
務
理
事
で
構
成
し
ま
す
。

・
各
委
員
会
（
集
落
営
農
を
除
く
）
に
は
、
常
勤
監
事
が
同
席
し

ま
す
。

子会社名 役　職　名 役　員　名

ジェイエイくろべ興産㈱ 代表取締役
取　締　役

〃
〃
〃
〃
〃

取締役支配人
監　査　役

〃

松 島  徹 雄
林　　　　茂
柿 林  孝 司
前 田  喜 芳
山 田     勲
杉 本  孝 成
瀧 澤  清 志
舟 子     孝
能 登  健 次
此 川  俊 市

㈲グリーンパワーくろべ 代表取締役
取　締　役
取締役支配人
取　締　役

〃
監　査　役

林　　　　茂
新　　 孝 晴
深井澤 秀 夫
髙 本     司
伊 藤  大 輔
中 谷  三 嗣

ＪＡくろべサービス㈱ 代表取締役
取　締　役

〃
〃
〃
〃
〃

取締役支配人
監　査　役

〃

林　　　　茂
野 﨑     弘
山 本  秀 治
宮 﨑  幸 子
福 島     孝
平 野  正 義
横 山     正
松 井  紀 昭
寺 田     毅
西 中  武 之

関連団体名 役　職　名 役　員　名

富山県畜産加工販売
農業協同組合連合会

理      事 林　　　　茂

黒部市農業委員会 委      員 林　　　　茂

子会社 ・ 関連団体の役員体制表②

住 宅 ロ ー ン

　 　 　 相 談 会

日　時 ： ５月27日（日）
　　　  　AM10 ： 00 ～ PM ４ ： 00

場　所 ： ＪＡくろべ本店

詳しくは、お近くのＪＡの窓口か

　本店　融資運用課　☎54-2053

　までお問い合わせください

日本農業新聞を

　　　　　購読しませんか

　充実した農政情報、最新の農業技術や

地域情報が満載です。

１カ月　2,550円（税込み）

★お申し込みは、総務課☎54-2050まで

税務・法律相談日の
　  お知らせ

　 　　  ６月１日（金）
　 ＪＡくろべ本店　午後２時より

贈与・遺言・相続・後見・税務・その他法律相談

お気軽にご相談ください！

無料
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■発　行　黒部農業協同組合　〒938-0042 富山県黒部市天神新210-1
　TEL（0765）54-2050  FAX（0765）54-4334　http://www.ja-kurobe.or.jp

■編　集　み ず ほ 編 集 委 員 会
■印　刷　菅野印刷興業株式会社

　　 みずほ　№456
平成24年５月10日発行

協同の力 （平成�4年３月末日）（　）は前年同月比

正組合員数　 　　 4,449人　（－56人）
　　（正組合員戸数　3,681戸）（－22戸）
准組合員数　　　　 2,646人　（＋45人）
　　（准組合員戸数　2,279戸）（＋34戸）
みなさまの貯金高　　 571億3,104万円（ 98.1％）
みなさまへの貸出金　 124億6,766万円（ 96.8％）
長期共済保有高　　 2,046億6,184万円（ 97.3％）
購買品供給高　　　　　 5億3,347万円（109.5％）
販売品販売高　　 　    1億5,378万円（ 97.2％）

　最近、外を走る人が増えてきました。それもそのはず！

今月27日、カーター記念黒部名水ロードレースが開催さ

れます。みなさんその練習に余念がないのでしょう。私

も今回、10年ぶりに出場することにしました。最近は地

域の行事に参加することが少なくなっていたので、こ

れをきっかけに積極的に地域参加していきたいです。ま

た、練習がてら晴れた日には外を走って、田畑や町の四

季折々の風景を見てみようかなと思います。〈Ｓ〉

葬儀スタッフ　　募集人員：若干名
詳細はこちらまで…ジェイエイくろべ興産㈱　TEL：0765-57-0205社員募集！
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